A CGE Approach to the Measurement of PPPs (2) by 作間 逸雄 et al.
はじめに
ギアリー・カーミス法（Geary-Khamis Method，以下，GK法）は，推移性や基準国不変性，行
列整合性など，多国間における購買力平価（Purchasing Power Parity, PPP）の計測算式として優
れた性質を有する。さらに，GK法は，各家計（または国や地域）がコブ・ダグラス型効用関数を
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PPP計測の CGE接近（２）１）















































































６）総務省統計局「政府統計の総合窓口 平成１９年全国物価統計調査 全国物価地域差指数編 全国物価地域差指
数算出用品目別平均価格（算術平均）」




北海道地方 東北地方 関東地方 北陸地方 東海地方 近畿地方 中国地方 四国地方 九州地方 沖縄地方
１ 穀類 １．０１９ １．０１６ １．０３９ ０．９９８ ０．９９９ １．０１０ ０．９７２ ０．９４９ ０．９６２ １．０３７
２ 魚介類 ０．９６０ ０．９８１ １．００５ ０．９７２ ０．９８７ １．０６８ ０．９９３ ０．９７８ ０．９６９ １．０８６
３ 肉類 ０．９６０ ０．９８２ １．０３２ １．００９ １．００３ １．０５１ １．０１８ １．０３８ ０．９６２ ０．９４６
４ 乳卵類 ０．９７３ １．００４ １．０２３ ０．９７５ ０．９７８ １．０２７ １．０１２ ０．９９０ １．０１５ １．００２
５ 野菜・海藻 ０．９４４ ０．９３３ １．０５１ １．０２４ １．０２８ １．１２２ ０．９７９ １．００７ ０．９４７ ０．９６７
６ 果物 １．０１７ ０．９６０ １．０１５ １．００１ ０．９６５ １．０５９ １．０００ ０．９４８ ０．９７７ １．０６０
７ 油脂・調味料 ０．９７６ １．００９ １．００１ １．０１１ ０．９８０ １．０２１ １．０１０ １．０１８ １．０４１ ０．９３３
８ 菓子類 ０．９６８ ０．９９９ １．０３９ １．００８ １．０３５ １．０４３ ０．９９０ ０．９６８ ０．９８７ ０．９６３
９ 調理食品 ０．９９３ １．０１３ １．０５２ ０．９９７ １．００４ １．０３４ １．０１０ １．００１ ０．９６２ ０．９３４
１０ 飲料 ０．９７８ １．０３２ １．０３８ １．００８ ０．９９９ １．０００ １．００８ ０．９９５ １．００７ ０．９３７
１１ 酒類 ０．９７６ ０．９９５ １．００６ １．００７ ０．９９８ １．０１７ １．０２９ １．００９ １．０２７ ０．９３５
１２ 外食 ０．９９９ １．０２６ １．０３２ １．０８２ ０．９９０ ０．９５０ １．０１３ ０．９７５ ０．９５８ ０．９７４
１３ 住居 １．０４７ １．０３１ １．２８１ １．０２３ １．０５３ １．０８７ ０．９２２ ０．８５５ ０．９３２ ０．７６８
１４ 光熱・水道 １．０７６ １．０５０ ０．９３６ ０．９９０ ０．９４４ ０．９２９ １．０３１ ０．９９８ １．０２１ １．０２５
１５ 家具・家事用品 １．０２４ １．０１０ １．０１９ １．０２９ ０．９９８ ０．９９２ ０．９９５ ０．９９６ ０．９９４ ０．９４３
１６ 被服及び履物 １．００７ ０．９５１ １．０３０ ０．９９２ ０．９９８ １．０７８ １．０８６ １．０３０ １．０４８ ０．７８０
１７ 保健医療 １．０３３ ０．９９１ １．０２３ ０．９９７ １．００４ １．００７ １．０００ ０．９９３ ０．９９１ ０．９６２
１８ 交通・通信 ０．９８２ １．００３ １．０２９ １．０２５ １．００２ １．０１４ １．００８ １．０２５ １．００２ ０．９１１
１９ 教育 ０．９７５ ０．９２８ １．０４２ ０．９８７ ０．９６２ １．０６３ ０．９５７ １．０２９ １．００８ １．０４９
２０ 教養娯楽 １．００６ ０．９８８ １．０２１ ０．９９４ １．００６ １．０１７ ０．９９８ ０．９９２ ０．９９１ ０．９８７





















ける価格を pij，数量を qij，品目 i の全国価格を pi，地域 j の地域差指数を PPPjとする。k，l も同
様に，品目（k＝１，…，m），地域（l＝１，…，n）をそれぞれ示す。
GK法は，次式により，全国価格 piと地域差指数 PPPjを同時決定する。
pi＝ j（pij/PPPj）（qij/ jqij） …
PPPj＝ ipijqij/ ipiqij …
式に式を代入し，整理する。
表２ 数量データ
北海道地方 東北地方 関東地方 北陸地方 東海地方 近畿地方 中国地方 四国地方 九州地方 沖縄地方
１ 穀類 ２２４ ３３５ １，７７５ ２２４ ６４６ ９３３ ３１３ １７３ ５３０ ４５
２ 魚介類 ２５４ ４６０ ２，０６３ ２９３ ６２２ ９０９ ３５３ １８２ ５６０ ２７
３ 肉類 １７６ ３０６ １，５７５ １９７ ５２６ ９１２ ３０３ １６２ ５６５ ４１
４ 乳卵類 ９７ ２０２ ９５９ １２３ ３０１ ４４４ １６１ ８８ ２５５ ２１
５ 野菜・海藻 ２９２ ５４８ ２，４９２ ２９５ ７１３ １，０１６ ３７０ １８５ ６５８ ５２
６ 果物 １０６ １７６ ８４７ １０３ ２４６ ３６６ １３６ ７６ ２０７ １３
７ 油脂・調味料 ９９ １８４ ８８９ １０９ ２９３ ４０３ １５７ ７９ ２５１ ２２
８ 菓子類 １６７ ３０９ １，４３９ １７７ ４５２ ６３２ ２４２ １２７ ３７８ ３３
９ 調理食品 ２３６ ４８１ ２，６６３ ３１９ ８４９ １，２２０ ４４９ ２０８ ６７３ ６９
１０ 飲料 １５６ ２５８ １，３１９ １３６ ３８４ ５２２ １９７ １１１ ３１３ ３８
１１ 酒類 １４３ ２４４ １，０３５ １３８ ２７５ ４５９ １９１ ８０ ２７３ ２６
１２ 外食 ４０３ ６１５ ４，９２９ ４０８ １，４９２ １，９９２ ６７６ ３５２ １，１００ １１８
１３ 住居 ７５２ １，１３３ ６，１３７ ５７１ ２，１９６ ２，６６３ １，３６２ ５４７ １，８３９ ３１１
１４ 光熱・水道 ８８２ １，５８８ ６，８００ ９２４ ２，１９４ ３，０９２ １，０９３ ５７９ １，７７４ １６５
１５ 家具・家事用品 ３１２ ５７２ ２，９１９ ３５６ １，０５６ １，３１６ ５５２ ２８４ ８２８ ５９
１６ 被服及び履物 ４１７ ６９６ ４，３７９ ４５２ １，４０３ １，６４８ ５７７ ３７１ １，０４９ ８２
１７ 保健医療 ４１７ ７２８ ４，２６１ ４３２ １，１９０ １，６７６ ７０８ ３４７ １，０９７ ８２
１８ 交通・通信 １，３２１ ２，４１８ １１，９６１ １，４３９ ３，７６１ ５，１３０ ２，０８５ １，３３３ ３，３０５ ３１１
１９ 教育 ２２２ ５９６ ３，７１６ ３０７ １，２０２ １，５１１ ４１３ ２５６ ７３０ ５９
２０ 教養娯楽 ９９９ １，６７１ １１，３７６ １，１２１ ３，１９３ ４，５１３ １，７４４ ８３８ ２，４６２ １７３





















































































































































































































































したがって，GK法は，品目 i の全国価格 piを上記の固有ベクトルとして求める。それを	式に
代入し，地域 j の地域差指数 PPPjを求める。
6
２）ワルラス的純粋交換一般均衡モデル
初期保有量を品目 i の地域 j における当初の数量 qijとし，均衡価格を品目 i の全国価格 piとす
る。また，地域 j の効用を Uj，均衡価格下の品目 i の需要量を qdijとする。品目 i の初期保有量計














































































































































































































































































PPPj＝ ipijqij/ ipiqij …


































各品目について需給が均衡するよう，品目 i の全国価格 piを調整する。
それを以下の式に代入し，地域 j の地域差指数 PPPjを求める。




第一に，ラスパイレス類似算式により，指数 I Lj を求める。まず，以下の通り，品目 i の全国価






















次に，品目ごと，地域 j における価格 pijを全国価格 pAi でデフレートし，加重算術平均する。wi
















第二に，パーシェ類似算式により，指数 I Pj を求める。まず，以下の通り，品目 i の全国価格 pHi


































第三に，フィッシャー類似算式により，指数 I Fj を求める。以下の通りである。





第一に，品目 i の全国価格 pZi を求める。pZi は品目 i の地域 j における価格 pijを，当該の消費支

















第二に，平成９年型算式により，指数 I Zj を求める。品目ごと，地域 j における価格 pijを全国価











































北海道地方 東北地方 関東地方 北陸地方 東海地方 近畿地方 中国地方 四国地方 九州地方 沖縄地方
【地域差指数】
PPPj ９８．４ ９７．７ １０２．２ ９９．１ ９８．８ １００．８ ９８．８ ９６．７ ９７．７ ８９．４
【価格】
１ 穀類 １０３．０ １０２．７ １０５．０ １００．９ １００．９ １０２．０ ９８．３ ９５．９ ９７．２ １０４．８
２ 魚介類 ９７．７ ９９．８ １０２．３ ９８．９ １００．５ １０８．７ １０１．１ ９９．６ ９８．７ １１０．６
３ 肉類 ９６．４ ９８．６ １０３．６ １０１．３ １００．７ １０５．６ １０２．３ １０４．３ ９６．６ ９５．０
４ 乳卵類 ９８．３ １０１．４ １０３．４ ９８．５ ９８．８ １０３．７ １０２．２ １００．０ １０２．５ １０１．２
５ 野菜・海藻 ９３．９ ９２．７ １０４．５ １０１．８ １０２．２ １１１．５ ９７．３ １００．１ ９４．１ ９６．１
６ 果物 １０３．３ ９７．５ １０３．１ １０１．７ ９８．０ １０７．５ １０１．６ ９６．３ ９９．３ １０７．７
７ 油脂・調味料 ９９．０ １０２．３ １０１．５ １０２．５ ９９．３ １０３．５ １０２．４ １０３．２ １０５．６ ９４．６
８ 菓子類 ９６．８ ９９．９ １０３．９ １００．８ １０３．６ １０４．３ ９９．１ ９６．８ ９８．７ ９６．３
９ 調理食品 ９９．２ １０１．２ １０５．１ ９９．６ １００．３ １０３．３ １００．９ １００．０ ９６．１ ９３．３
１０ 飲料 ９８．２ １０３．６ １０４．３ １０１．３ １００．４ １００．４ １０１．２ １００．０ １０１．１ ９４．１
１１ 酒類 ９８．９ １００．７ １０１．８ １０２．０ １０１．１ １０３．０ １０４．２ １０２．２ １０４．０ ９４．７
１２ 外食 １０１．８ １０４．６ １０５．１ １１０．２ １００．９ ９６．８ １０３．３ ９９．４ ９７．７ ９９．３
１３ 住居 ９７．１ ９５．６ １１８．８ ９４．９ ９７．７ １００．８ ８５．６ ７９．３ ８６．５ ７１．３
１４ 光熱・水道 １１３．１ １１０．３ ９８．３ １０４．０ ９９．１ ９７．６ １０８．３ １０４．９ １０７．３ １０７．７
１５ 家具・家事用品 １０３．８ １０２．４ １０３．３ １０４．３ １０１．１ １００．５ １００．９ １０１．０ １００．８ ９５．６
１６ 被服及び履物 １００．１ ９４．５ １０２．３ ９８．６ ９９．２ １０７．１ １０８．０ １０２．３ １０４．１ ７７．５
１７ 保健医療 １０４．５ １００．３ １０３．５ １００．８ １０１．５ １０１．９ １０１．１ １００．５ １００．３ ９７．３
１８ 交通・通信 ９８．７ １００．９ １０３．５ １０３．１ １００．７ １０１．９ １０１．４ １０３．１ １００．７ ９１．７
１９ 教育 ９８．１ ９３．４ １０４．９ ９９．３ ９６．８ １０７．０ ９６．３ １０３．５ １０１．５ １０５．６
２０ 教養娯楽 １０１．８ １００．１ １０３．４ １００．７ １０１．９ １０２．９ １０１．１ １００．４ １００．３ ９９．９
２１ 諸雑費 ９８．４ ９７．４ １０３．３ １００．５ １０３．０ １０４．１ １０３．３ ９６．８ １０１．２ ８８．７
【消費支出】
名目 ２２３，６３１ ２５２，３５７ ２７７，６４９ ２８２，４３０ ２６９，７７３ ２５６，２８５ ２５６，６５３ ２６４，７８３ ２３２，００２ １８８，０８８
































０．５ ９８．４２０ ９７．６６６ １０２．１６６ ９９．１３６ ９８．８０４ １００．７８４ ９８．７８６ ９６．７１８ ９７．６５９ ８９．４６１
１．０ ９８．４１７ ９７．６６６ １０２．１６７ ９９．１４２ ９８．８０３ １００．７８５ ９８．７８１ ９６．７２２ ９７．６５８ ８９．４４１
１．５ ９８．４１４ ９７．６６８ １０２．１６９ ９９．１４８ ９８．８０１ １００．７８６ ９８．７７７ ９６．７２６ ９７．６５７ ８９．４１９
〔フィッシャー類似算式〕
試算値 ９８．３３２ ９７．６１７ １０２．１１９ ９９．０９１ ９８．７７９ １００．７４３ ９８．８９０ ９６．６７６ ９７．６６６ ９０．４２３
〔平成９年型算式〕
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ᅗ 2 ᖹᡂ 9ᖺᆺ⟬ᘧ
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北海道地方 東北地方 関東地方 北陸地方 東海地方 近畿地方 中国地方 四国地方 九州地方 沖縄地方
【地域差指数】
〔ワルラス的純粋交換一般均衡モデル〕
世帯数反映 ９８．４１７ ９７．６６６ １０２．１６７ ９９．１４２ ９８．８０３ １００．７８５ ９８．７８１ ９６．７２２ ９７．６５８ ８９．４４１
世帯数変更 ９８．０１７ ９７．２９８ １０１．７６１ ９８．７９３ ９８．３８８ １００．３８５ ９８．３３６ ９６．３３９ ９７．２４８ ８８．９１５
世帯数一律 １００．２４０ ９９．３８９ １０３．９９６ １００．８０９ １００．６６４ １０２．５８３ １００．７８０ ９８．５０４ ９９．５２８ ９１．７０１
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総務省統計局「政府統計の総合窓口 家計調査 家計収支編 総世帯 年報 年次 ２００７年」（http : //www.e-stat.go.
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２１ 諸雑費 入浴料 理美容サービス
理髪料
美容料
歯ブラシ 理美容用品
シャンプー
整髪料
化粧クリーム
化粧水
ファンデーション
ハンドバッグ 身の回り用品
ビジネスバッグ
腕時計
洋傘
たばこ たばこ
傷害保険料 その他の諸雑費
保育所保育料
介護サービス料
結婚式場料
葬儀料
こづかい
交際費
仕送り金
（注）「品目」欄は，本稿が分析に用いる品目分類を示す。「平成１９年全国物価統計調査」欄は，同統計の「基本分類
合算表」における最小合算項目（品目）を，「平成１９年家計調査」欄は，同統計の「第２表 都市階級・地方・
都道府県庁所在市別 １世帯当たり１か月間の収入と支出（総世帯）」が用いる品目分類を示す。
（出所）「平成１９年全国物価統計調査」「平成１９年家計調査」に基づき筆者作成。
PPP計測の CGE接近（２）
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